取扱 説明 書 


接 続 口 伴 |03 タ イプ っ つ 3/8"PT ボー ル : ポ リカ ー ボ ネー ト 
04 タ イプ ーー1/2"PT シー ルド : 亜 鉛 合金 
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いこ ーー コ 
/N 使 用 上 の ご 注意 右 回 り に 回 せ ば 、 圧力 が 上 が り ま す 。 
1. 使用 する 前 に 、 本 製品 に 破損 が 無い か ご 確認 くだ さい 。 左 回 り に 回 せ ば 、 圧力 が 下がり ます 。 
2. 取付 ける 際 に 、 気体 流動 の 方 向 (本 体 に 表示 され た 人 記号 通り ) を ご 確認 の うえ 、 必要 な 圧力 まで 調節 し て か ら 、 
正しく 接続 し て くだ さい 。 D を 歯車 に 合わ せ て 下方 向 に 押し 、 締め ます 。 
3. 合成 油 、 有 機 溶 剤 、 化 学 薬品 、 鉱油 、 塗料 な ど に より 、 破 損する お それ が ある の で 、 
付着 させ な いで くだ さい 。 @ 排 水 
4. 高温 、 直 射 日 光 を 避け 、 設 置 し て くだ さい 。 ・ 圧力 が か か っ て いる 時 
5. 本 製品 は 工業 向け 空気 圧縮 用 で す 。 適用 する 圧力 と 温度 以外 で の 使用 は 避け て くだ さい 。 G を 回 し 、 三角 形 の 印 を 「 ヤ 」 に すれ ば 排水 で きま す 。 
6. ガス 、 アル コール 、 ガソリン な どの 流体 は 、 引火 する お それ が ある の で 、 「A4」 に すれ ば 排水 が 停止 し ます 。 
絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 ・ 圧 力 が か か っ て いな い 時 
7. お 手入れ の 時 、PC 材 を 破壊 する 化学 物質 を 使用 し な いで くだ さい 。 


様 
フィ ル タ レ ギュ レー タ + ル ブリ ケー タユ ニッ ト 


(FRL シ リー ズ ) トーー ロ 
s348981647 02 タイ プ ・34891656 03 タイ プ ・30788964 04 タイ プ 


フィ ル タ レ ギュ レー タ (FR シリ ー ズ ) 
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油 
る 過 度 15 取 付 方 法 | ブラ ケッ ト 取 付け 
最 大 流 量 |02 タ イプ つ 1750(L/min) 03 タ イプ 2500(L/min) 04 タ イプ つっ 3000(L/min) 


エア フィ ル 夕 (F シ リー ズ ) 「 フィ ル タ レ ギュ レー タ フィ ル タ <FRL、FR、F> 


*348916 ら 2 02 タイ プ ・34881631 03 タイ プ ・307889855 04 タイ プ @ 圧 力 調整 
D を 上 方 向 に 引っ 張り 、 


*348981604 02 タイ プ ・34891613 03 タイ プ ・3078989846 04 タイ プ 


三角 形 の 印 の 方 向 に 関わ ら ず 、 自動 に 排水 され ます 。 


8. ドレ ン を 多量 に 含ん だ 空気 は 動作 不良 の 原因 に な り ま す の で 、 エア ー ド ライ ヤ や 

衝 和 2 IS @⑱ 手 入れ 
9. 圧力 の 設定 は 入口 側 と 出口 側 の 圧力 を 確認 し な が ら 行 っ て くだ さい 。 3 2 

出口 側 の 圧力 は 入口 側 の 圧力 より 低い た め 、 必 要 以 上 に 調整 ハン ドル を 回 し 過ぎ る と 上 本 

内 部 部 品 の 破損 原因 に な り ま す 。 の 『 
10. 圧力 調整 は ハン ドル の ロッ ク を 解除 し て か ら 行 い 、 調 整 後 は ロッ ク し て くだ さい 。 3. を 左 に 回 し 、 フ ィ ル タ を 外し ます 。 

無理 や り 調 節 部 分 を 回 さ な い よう に し て くだ さい 。 フィ ル タ に 付着 し て いる ご み を 取り 除け ば 、 
]1. 圧力 が 0.01MPa 以 下 に な っ た 時 、 ま た は コン プレ ッ サ ー の 停止 後に 圧力 が 低下 し 、 再び 使用 で きま す 。 

ドレ ン が 自動 的 に 排出 され る こと が あり ます 。 この 現象 は 不良 で は あり ませ ん 。 4. シー ルド の 中 の 透明 ボウ ル を 乾い た 布 で 
12. 定期 的 に エレ メン ト 部 分 や 樹脂 ケー ス 内 部 の 汚れ や 残留 物 に つい て チェ ッ ク し て くだ さい 。 ・ きれ い に 拭 き 取 っ て くだ さい 。 
13. ドレ ン 排 出口 が 下 に な る よう に 垂直 に 取付 け て くだ さい 。 動作 不良 の 原因 に な り ま す 。 5. 元 通り に 組立 て ます 。 O リ ング と シー ル の 位置 も 


14. 配管 の 際 は シー ル テ ー プ を オス 側 に 巻 付け て ご 利用 くだ さい 。 ご 確認 くだ さい 。 


ル ブ リ ケ ー タ <FRL> 


人 @ 給 油 方 法 
A を 外し 、 オ イル を 入れ ます 。 
上 限 ( 赤 い ラ イン ) ま で 達し た ら 、 A を きち ん と 閉め て くだ さい 。 
し ば らく た つと 、 オイ ル が 流れ て きま す 。 
※ シ ー ル ド を 外し て 直接 給油 を し な いで くだ さい 。 
※ 空 圧 補助 器 を 使用 し な が ら 給 油 で きま す 。 
人 @ 給 油 量 調整 
1. 給油 量 を 減ら す …B を 右 回 り に 回 し ます 。 
給油 量 を 増やす >B を 左 回 り に 回 し ます 。 
1. の 調整 後 、 空気 流量 が 大 きけ れ ば 、 給油 量 が 多く な り ま す 。 
空気 流量 が 小さ けれ ば 、 給油 量 が 少な く な り ま す 。 


人 @ 手 入れ 
1. 空気 の 供給 を 止め 、 空気 を 排出 し ます 。 
2. C を 左 に まわ し 、 シー ルド を 外し ます 。 中 の 透明 ボウ ル を 乾い た 布 で 
きれ い に 拭 き 取 っ て くだ さい 。 
3. 元 通 り に 組立 て ます 。 O リ ング と シー ル の 位置 も ご 確認 くだ さい 。 


画 故 障 と 対策 


1. 圧力 調整 が で き な い ・・・・・・・・ 流れ る 方 向 に 対し て 機器 が 逆 に 取付 け て いな いか ご 確認 くだ さい 。 
バル ブ ガ イ ド や シー ト 内 部 に 異物 が 噛み こん で いる 場合 が 
あり ます の で 内 部 洗浄 を 行っ て くだ さい 。 
出口 側 に 設定 圧力 を 超え る 圧力 が 加わ っ て いる か も し れ な い の で 
エア ー 回 路 の 見 直し を 行っ て くだ さい 。 

2. 排気 穴 か ら エ アー が 漏れ る ・・・・ 流れ る 方 向 に 対し て 機器 が 逆 に 取付 け て いな いか ご 確認 くだ さい 。 
異物 が 噛み こん で いる 場合 が あり ます の で 内 部 洗浄 を 行っ て くだ さい 。 
減圧 状態 か ご 確認 くだ さい 。 減圧 状態 た ある エア ー 漏 れ 現象 は 正常 現象 で す 。 
出口 側 に 設定 し た 圧力 値 に 達し た 時 、 エア ー 漏 れ 現象 は 停止 し ます 。 


3. ボン ネッ ト と ボディ の 間 か ら 


一直 得 料 ドラ テー バー ボン ネッ ト 部 分 の ネジ が 緩ん で いる 場合 が あり ます の で 
締め 直し を し て くだ さい 。 
4. ケー ス や ボディ か ら エ アー が 漏れ る ・ ケー スパ ッ キ ン が 破損 し て いる 場合 が ある の で 
使用 を 中 止 し て くだ さい 。 


5. ドレ ンコ ッ ク か ら エ アー が 漏れ る ・・ ドレ ンコ ッ ク の 弁 部 分 に 異物 が 噛み こん で いる 場合 が あり ます の で 、 
ゴ ッ ク を 開い て 数 秒間 エア ー ブ ロ ー し て くだ さい 。 


6. ドレ ン が 排出 で き な い ・・・・・・・ ドレ ンコ ッ ク の 排出 口 が 固形 異物 な ど に より 目 詰まり し て いる 場合 が 
ある の で 使用 を 中 止 し て くだ さい 。 
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